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Σ．問題と目的 

 

㧝．コࠫ࡯࡜ュとߪ 

 

網 コࠫ࡯࡜ュ㧔collage㧕とߪ現代美術のᛛ法の一つߢあ࡜ࡈޔࠅンス語ޟߢ糊ࠅ⾍ߢ付けるޠという

意味ߢある。鉛筆↹߿水彩↹といߞた一般的ߥឬ↹とߪ異ޔࠅߥบ⚕の਄に新聞⚕߿写真ߤߥを⾍ࠅ

付けて↹面を構成ߔるᛛ法ߢある。つ߹ޔࠅ雑⹹ࡄ߿ン࡟ࡈッߤߥ࠻の既成のイࠫ࡯ࡔ㧔ࡔ・ࠖ࠺࡟

イド㧕をߪさみߢಾࠅ抜ޔ߈บ⚕の਄ߢ再構成ޔߒ糊ߠけߔるという方法ߢある㧔森谷㧘1999a㧕。 

コࠫ࡯࡜ュの手法自体ߪ 20 世紀以前ࠄ߆ሽ在ߒていたޔ߇新たߥ芸術のࠫャン࡞とߒてฃけ入ࠇ

ߪたのߞߥうにࠃるࠇࠄ 20 世紀にߞߥてߢࠄ߆ある㧔河本㧘2007㧕。コࠫ࡯࡜ュࠞࡇߪソ࡜ࡉ߿ッ

ている。1912ߞߥ元と߇㧕というᛛ法⚕ࠅ⾍㧔papier colle㧧࡟エ・コࡇࡄ始めた߇ࠄࠢ 年㗃࡜ࡉޔ

ッࠢにߞࠃて新聞⚕ޔ楽譜ޔ壁⚕ޔಾ符ߤߥの⚕を自由に組み合わߖて⾍るࡇࡄエ・コ߇࡟試みࠇࠄ

た㧔入ᳯ㧘1999㧕。 

日本におけるコࠫ࡯࡜ュ療法の原点ߪ箱庭療法ߢあޟޔࠅ箱庭を持ちㆇび可能にߥ߈ߢいޠ߆とい

う議論ࠄ߆生み出さࠇた㧔森谷㧘1999b㧕。用意ߔる߽のޔߪ糊ߪޔさみޔ雑⹹・新聞ޔߤߥ写真߿

文ሼ߇ߤߥ⛗ޔ入ߞている߽のޔบ⚕㧔A4～A3 B4～B3ޔ್ ್の↹用⚕߹たߪケン࠻⚕㧕ߢある。

⛗ておいたࠇ箱の中に入߇࠻スࡇ࡜めセߓ߆ࠄッࠢス法㧔あࡏ・ュࠫ࡯࡜コޔく分けて߈大ߪ方ࠅ߿

ࡑޔる方法とࠇ付ける㧕と๭߫ࠅ⾍てߒㆬび出ࠄ߆箱の中߇制作者ޔを߈抜ࠅのಾߤߥ文ሼޔ写真߿

ࠟࠫン・ࠢࡇチャ࡯・コࠫ࡯࡜ュ法㧔雑⹹ࡄ߿ン࡟ࡈッߤߥ࠻を用意ޔߒ制作者߇そࠄࠇをಾࠅ抜く㧕

と๭߫ࠇる方法のੑつ߇ሽ在ߔる。集団ߢの実ᣉ߽可能ߢあޔࠅ数人のࠣߢࡊ࡯࡞一つの作品を制作

る集団ߔ発表ߢ内ࡊ࡯࡞ࠣࠅの作品を作ࠇߙࠇそ߇ࠅ一人߭と࡯ࡃンࡔのࡊ࡯࡞ࠣޔる集団集団法ߔ

個人法ߤߥの手法߇ある㧔青木㧘2001㧕。 
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網 ዉ入の際ޟޔߪこࠄࠇの⛗のಾࠅ抜߈㧔雑⹹ߤߥ㧕の中ޔࠄ߆自分の心引ࠇ߆る߽のޔ何߆心に引

てߒけߠ糊ޔࠄた߈ߢ߇さい。構成ߛてくߒ構成ߢ集めてบ⚕の਄߆何枚ޔߒる߽のをㆬび出߆߆ߞ

くߛさいߤߥޠといߞたࠃうに๭び߆ける。 

コࠫ࡯࡜ュ療法ޔߪบ⚕・糊・雑⹹類・ߪさみ߇あߤ߫ࠇこ߽ߢ実践߈ߢる簡便さを特長とޔߒ作

品の保ሽ߇可能ߢあるためޔ後に制作者の理解を深めるのに役立つ㧔青木㧘2000㧕。߹たޔ箱庭療法

とߪ異ޔࠅߥ多くの備品㧔࠾ࡒチュࠕ・箱・砂㧕߿そࠄࠇを保管ߔるためのある程ᐲの広さ߇ある場

所を必要とߥߒいことޔ߿߹た心理治療に抵᛫のあるࠢ࡜イエン࠻に߽࡝ࠢ࡟エ࡯ションのࠃう߽ߥ

のとߒてฃけ入ߔ߿ࠇࠄࠇい利点߇ある。コࠫ࡯࡜ュ療法ޔߪ児童相談所・教育相談所・学生相談ቶ・

精␹科ߢߤߥ行わࠇておޔࠅうつ病߿摂食㓚ኂޔ␹経性胃⣺炎ޔ心因性疼痛ߤߥの患者に߽実ᣉߒ効

果を得ている㧔杉浦㧘1991㧕。 

 

㧞．コࠫ࡯࡜ュ療法の特ᓽと治療的要因 

 

網 杉浦㧔1993㧕ޔߪコࠫ࡯࡜ュ療法の特ᓽとߒて以ਅの 6 点を挙ߍている。 

 

Ԙบ⚕ߪޔさみޔ糊ޔ雑⹹߇ߤߥあ߫ࠇいつߤ߽ߢこ߈ߢ߽ߢる。 

ԙࠢ࡜イエン࠻の身近にある雑⹹ߤߥを持ߞて߈て߽ࠄう場合ࠅࠃޔߪその人の内的世界߇出ߔ߿い。 

Ԛ⛗をឬくことに抵᛫のある人߽ߢዉ入ߔ߿ߒい。 

ԛᛛ術的に簡නߥのߢᐜ児ࠄ߆高齢者߹ߢ年齢を問わߕに߈ߢる。 

Ԝ知的ߥ作業とߒて捉えࠇࠄるのߢ成人男性߽ߢ抵᛫߇少ߥい。 

ԝ表現の઀方にߞࠃてޔその人の性格߿感性ޔ߹た状態像߇把握߈ߢる。 

 

網 ߹たޔ杉浦㧔1991㧕ޔߪ心理臨床家にコࠫ࡯࡜ュを制作さޟޔߖ作ߞた感想ޠおࠃびޟ制作ߒた経

験ߤޔࠄ߆のࠃうߥ治療効果߇あると思わࠇるޠ߆について記述さޔߖその内容ޔࠄ߆以ਅの 7 点を

コࠫ࡯࡜ュ療法の治療的要因とߒて߹とめている。 

 

Ԙ心理的ㅌ行㧔ㆆび的感覚߇生ߓる㧕 

ԙ自己表出㧔บ⚕という቞ࠇࠄたᨒの中ߢ自由に表現を行うこと߈ߢ߇る㧕 

Ԛ内面の意識化 

ԛ自己表現と美意識の満足㧔自分の内面にある߽のを表現߈ߢた喜び࡜ࡃ߿ンスの取ࠇた作品߈ߢ߇

たと߈の喜び㧕 

Ԝ非言語的要素㧔言語能力不足の補助ߤߥ㧕 

ԝ⸻断᧚料 
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Ԟޔ࡞࡯ࡐ࡜相੕作用ޔコࡒュ࠾ケ࡯ションの媒੺㧔作品を媒੺とߒて࡞࡯ࡐ࡜を形成ߒたޔࠅ作品

を߽とに話ߔという相੕作用にߞࠃて治療的効果߇ある㧕 

 

㧟．コࠫ࡯࡜ュ療法に関ߔる研究 

網  

網 コࠫ࡯࡜ュ療法に関ߔる研究ߪ主にࠕޔセスࡔン࠻とߒての可能性を追求ߒた基礎的研究ޔコ࡯࡜

ࠫュ制作にࠃる効果を検討ߔる研究ޔ事例研究のਃつに大別さࠇる。 

 

㧔㧝㧕基礎的研究 

網 杉浦㧔1992・1993㧕ޔߪ作品に使わࠇたಾࠅ抜߈の数߿空⊕の分㊂ޔߤߥ制作形式の分析㧔形式分

析㧕とߤޔのࠃうߥಾࠅ抜߇߈作品に使わࠇている߆というಾࠅ抜߈内容の分析㧔内容分析㧕を行いޔ

コࠫ࡯࡜ュ作品の表現特ᓽを年代別に把握ߒていく試みを行ߞた。結果とߒてޔಾ 数ߪ発㆐とと߽

に増えޔ老人群ߢ極端に減少ߔる傾向߇見ࠇࠄたޔ食ߴ物のಾࠅ抜߇߈高年齢群ߢ多くߞߥたߤߥޔ

 。ているࠇ示さ߇

߹たޔコࠫ࡯࡜ュ作品の特性と制作者の性格特性との関ㅪを検討ߒた研究とߒてޔ૒藤㧔2002㧕ޔߪ

YG 性格検査のዤᐲ得点とコࠫ࡯࡜ュ作品・制作特性の指標との相関分析を試みている。その結果ޔ

制作者の性格特性とコࠫ࡯࡜ュ作品特性との関ㅪ性を示唆ߔる結果߇得ࠇࠄた。 

 

㧔㧞㧕効果研究 

網 杉浦ࠄ㧔1997㧕ޔߪ被験者 19 ฬを 5 発表ߒュを制作ࠫ࡯࡜一枚のコߢࡊ࡯࡞ࠣޔに分けࡊ࡯࡞ࠣ

検査㧕を用い࡞࡯ࠖࡈࡠࡊPOMS㧔Profile of Mood Statas㧧感情ޔュ制作の効果をࠫ࡯࡜る集団コߔ

て調ߴている。発表ߒた後ޔߪ実ᣉ前と比較ߒてޟ緊張－不቟ޟޔޠ抑うつ－落ち込みޟޔޠ怒ࠅ－

ᢜ意߇ߤߥޠૐくޟޔࠅߥ活気߇ޠ਄᣹ߔること߇᣿߆ࠄにߞߥた。この結果ޔߪ集団コࠫ࡯࡜ュ制

作߇ス࡟࠻スの解消ࡔ߿ンタ࡞ࡋ࡞スへの好影響に❬ߞ߇ていることを示唆ߒている。 

網 コࠫ࡯࡜ュ・ࠖ࠹ࡆࠖ࠹ࠢࠕ㧔コࠫ࡯࡜ュの制作行ὑ㧕にࠃる効果を検討ߒた研究߽報告さࠇてい

る。作↰㧔2009㧕ޔߪコࠫ࡯࡜ュ・ࠖ࠹ࡆࠖ࠹ࠢࠕの中߽ߢ写真をޟಾࠅ抜く行ὑޠとࠅ⾍ޟ付ける

行ὑޠに着目ޔߒコࠫ࡯࡜ュ制作においてߤのࠃうߥ意味߇ある߆を検討ߒた。実験の前後に実ᣉߒ

た感情ዤᐲの数値を比較ߒた結果ޟޔಾࠅ抜く行ὑޠを実ᣉߒた被験者のޟᢜ意ޠ感情߇大߈くૐਅ

 。ているࠇ示さ߇たという結果ߒ

 

㧔㧟㧕੐例研究 

網 コࠫ࡯࡜ュ療法ޔߪ日本において心理療法とߒて確立さࠇたためޔ不⊓校ޔうつޔ統合失調症ޔ␹

経症ޔ摂食㓚ኂߤߥへの治療的効果を示ߒた事例߇多い㧔青木㧘2005㧕。߹たޔ岡↰・河㊁㧔1997㧕
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ての症ߴߔߤࠎと߶ޔߕ性別を問わޔ年齢ޔ知的水準߿病態ޔけ߫ߙ急性期の精␹病状態をのޟޔߪ

例への適応߇可能ߢあߞたޠと述ߴている。その߶ޔ߆非行傾向を示ߔ生ᓤに対ߢࡊ࡯࡞ࠣߒ制作ߔ

るコࠫ࡯࡜ュ療法を試みޔ自ዅ感情߿自己効力感߇高߹ߞた事例㧔西᧛㧘2006㧕߽報告さࠇている。 

 

その߶ޔ߆コࠫ࡯࡜ュ作品の形式・内容と制作者の特性との関ㅪ性ࠄ߆のコࠫ࡯࡜ュ作品の解釈方

法㧔૒㊁㧘2001・2002・2003㧕ޔ統合失調症者のコࠫ࡯࡜ュ表現について㧔੹᧛㧘2001・2004㧕ޔ

摂食㓚ኂの患者に集団コࠫ࡯࡜ュ制作のዉ入߇対人交流のଦ進に有効ߢあߞた事例㧔間島ࠄ㧘2007㧕

 。ているࠇ行わ߇広く研究ޔߤߥ

 

㧠．コࠫ࡯࡜ュと自己理解 

 

網 コࠫ࡯࡜ュ療法ߪ心理療法の場面࡝ࠢ࡟߿エ࡯ションの一環とߒて用いࠇࠄているߛけߥߪߢくޔ

自己理解を目的にዉ入さࠇること߽ある㧔青木㧘2000㧕。コࠫ࡯࡜ュ研究の中ߢ自己理解効果につい

て言及ߒた߽のߪ数少ߥいޔ߇コࠫ࡯࡜ュ制作にࠃる自己理解効果について触ࠇた主ߥవ行研究を以

ਅに挙ߍる。 

網 青木㧔2001㧕ߪ大学生を対象にコࠫ࡯࡜ュ制作を実ᣉߒておޔࠅ制作後に感想を書ߖ߆ている。ޟ੹ޔ

自分ߥࠎߤ߇生活を送ߞている߇߆わߞ߆たޟޠ自分߇こߥࠎことを考えていたの̖߆とみߥࠎにญ

との記述ޠたߞ߆分߇あること߇ているのに一つ一つに意味ߞ⾍自由に適当にޔているᤨにߒ説᣿ߢ

を自己理解とߒて߹とめている。 

石ญ・島谷㧔2010㧕ޔߪ個人制作にࠃるコࠫ࡯࡜ュ⛮⛯制作における制作者の心理的過程について

検討ߒている。ここޔߪߢコࠫ࡯࡜ュの⛮⛯制作にߞࠃて制作に取ࠅ組߻自分自身߇変化ߔる可能性

を示唆ޡޔߒ自己像の表現ޡޔޢ自分に対ߔる再確認・気ޢ߈ߠについての変化を見出ߒている。ޟ⛮

⛯的に制作ߒていくことߢ自己の内面߇深߹ߞてくる可能性߇あるޠと考察ߒている。 

߹たޔ杉浦㧔1991㧕߇挙ߍたコࠫ࡯࡜ュ療法の治療的要因の一つߢあるޡ内面の意識化ޔ߽ޢ自己

理解に当たると考えࠇࠄる。コࠫ࡯࡜ュを制作ߒた心理臨床家ޟޔߪࠄ߆作ߞていく過程ߢ自分のあ

る面に気ߠくޟޔޠ出来਄ߞ߇たあとޔあࠄためて見直ߒ話ߒ合いをߔることߢ自分自身の再確認߇

うに思いࠃめる߆つࠅ߈ߞߪࠎߛࠎߛ߇ていた考えߒ無意識に漠然とޟޔޠたߒ߹うに思いࠃる߈ߢ

 。ているࠇࠄߴ述߇た感想ߞといޠߔ߹

 

㧡．本研究の目的 

 

網 本研究の目的ޔߪコࠫ࡯࡜ュ療法の自己理解効果について検討ߔることߢある。వに挙ߍたవ行研

究㧔青木㧘2001ޔ石ญ・島谷㧘2010ޔ杉浦㧘1991㧕ޟޔࠄ߆コࠫ࡯࡜ュを制作ߔる過程ߢ自己理解
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起こ߇て自己理解ߞࠃることにߔ話をޔࠅ返ࠅュ作品について振ࠫ࡯࡜たコߞ߇出来਄ޟޠ起こる߇

るޠと考えࠇࠄる。ߒ߆ߒこࠄࠇの研究ޔߪߢ制作者߇自己理解ߔるとߤޔ߈のࠃうߥ体験をߒてい

る߆についてౕ体的に言及さࠇておޔߕࠄ自己理解体験についての詳細ߥ概念߇ሽ在ߥߒい。制作者

の自己理解体験について焦点を当てて検討ߔることޟޔߪ見方に対ߔる標準化߇難ߒい㧔青木㧘2000㧕ޠ

とさࠇるコࠫ࡯࡜ュ療法の知見をさࠄに深めޔ用途をࠅࠃ᣿快にߔる作業とߥると考えࠇࠄる。そこ

いて検討ߠ制作者の主観的体験に߽とޔる自己理解効果についてࠃュ制作にࠫ࡯࡜コޔߪߢ本研究ߢ

制作者ޔߪていくためにߞ検討を行ޔいためߥߒሽ在߇概念ߥたい。自己理解体験についての詳細ߒ

本人の語ࠅに着目ޔߒ主観的体験を詳細に汲み取ることの߈ߢる質的研究߇有効ߢあると思わࠇる。

コࠫ࡯࡜ュ制作にࠃる自己理解ߪ制作過程においてのみޔߕࠄߥ制作後に作品について話ߔ・振ࠅ返

る過程において߽起こࠅうると考えࠇࠄる。そのためޔ本研究ߪߢ以ਅの࡝サ࡯チࠢエスチョンを挙

 。るߔ検討ࠄ߆ࠅ制作者の語ޔߍ

 

Ԙコࠫ࡯࡜ュ制作過程において制作者߇自己理解ߔるとޔ߈制作者ߤߪのࠃうߥことを体験ߒている

の߆ 

ԙコࠫ࡯࡜ュ制作後ޔ制作者߇作品について振ࠅ返る中ߢ自己理解ߔるとޔ߈制作者ߤߪのࠃうߥこ

とを体験ߒているの߆ 

 

Τ．予備調査 

 

㧝．目的 

 

網 コࠫ࡯࡜ュ制作後に振ࠅ返ࠅのᤨ間を設けޔ作品についての話をߔることにߞࠃて自己理解と関係

 。たߒることを目的とߔを検討߆うߤ߆るࠇࠄ得߇ࠅる語ߔ

 

㧞．方法 

 

㧔㧝㧕研究協力者 

大学生・大学院生 3 ฬ㧔男性 2 ฬޔ女性 1 ฬޔᐔ均年齢 24.6 ᱦ㧕。 

 

㧔㧞㧕手続߈ 

ޔた後ߒュを制作ࠫ࡯࡜自由にコߕを᳿めࡑ࡯࠹特にޔュ法を用いࠫ࡯࡜コ・࡯チャࠢࡇ・ンࠫࠟࡑ

作品についての振ࠅ返ࠅとߒて半構ㅧ化面接を行ߞた。߹たޔ面接の内容ޔߪ調査ද力者ࠄ߆許可を

得て録音ޔߒㅙ語録を作成ߒた。ߥおޔコࠫ࡯࡜ュ制作の際ޟޔここにある雑⹹の写真߿文ሼの中ߢ
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気にߞߥた߽のをಾࠅ抜いてޔこの↹用⚕の਄に⾍ߞて一枚の⛗を作ߞてみてくߛさいޠと教示を行

 。たߞ

 

㧔㧟㧕半構ㅧൻ面接の質問項目 

石ญ・島谷㧔2010㧕ߢ用いࠇࠄた質問㗄目ޔࠄ߆制作者߇自身の気持ち߿自分ߒࠄさについて目を

向けޔ自己理解をଦ߽ߔのߢあると考えࠇࠄる質問㗄目を使用ߒた。 

 

Ԙ網 作品のタイ࡞࠻を教えてくߛさい。 

ԙ網  㧫߆たߒ߹ߒうとࠃߒことを表現ߥうࠃのߤ

Ԛ網 コࠫ࡯࡜ュを作る前・作ߞている途中・作ࠅ終えてߥࠎߤޔことを感ߒ߹ߓた߆㧫 

ԛ網 自分の作品ߒࠄいߥと思う点߇あ߫ࠇ教えてくߛさい。 

Ԝ網 作品の中にޔ自分に近い߽の߿自分自身その߽のߛと思う߽のߪあ߆ߔ߹ࠅ㧫 

 。さいߛる理由߽教えてくߓそう感ޔ߫ࠇあߒ߽

ԝ網 コࠫ࡯࡜ュを作ߞてみてޔ自分に対ߔる意識の変化ߪあߒ߹ࠅた߆㧫 

Ԟ網 その他ޔ話ߒたいこと߇あ߫ࠇお話ߒߒてくߛさい。 

 

㧟．結果と考察 

 

半構ㅧ化面接の結果ޔ自分ߒࠄさを把握ߒている様子ޔ߿現在の自分と㊀ߨ合わߖて考えている様

子߇見ࠇࠄた。その߶ޟޔ߆気߇߈ߠ定着ߔるためにߪ作ߞたߛけࠃޔߢࡔ࠳ߪߢくࠃく考えていߞ

てޔ話ߒていߞて聴いて߽ߞࠄてޔ自分の意識਄に߹ߢ਄ߞてくるとこߢ߹ࠈ来ると߈ߢࠅ߈ߞߔた

気ߔ߇るޟޔޠ話さߥいとここ߹ߢわߥࠄ߆いと思うޟޔޠ自分を見つめる作業にߥるߤߥޠの語ࠅ

ることߔた作品についての話をߞ߇出来਄ޔࠄ߆た。以਄ࠇࠄたと考えࠇଦさ߇自己理解ޔࠇࠄ得߇

 。うࠈߛるといえるࠇࠄ得߇ࠅる語߇ߥ自己理解につޔߢ

をࡑ࡯࠹というޢ自分ޡ。たߞュ制作を行ࠫ࡯࡜にコߕߖを特に設定ࡑ࡯࠹ߪߢ備調査੍ޔߒ߆ߒ

設定߫ࠇߔ制作者߇自分自身に焦点を当てࠄ߇ߥコࠫ࡯࡜ュを制作ࠅࠃޔߒ自己理解に❬߇る語߇ࠅ

得ࠇࠄる可能性߇あると考えࠇࠄる。߹たޔ用いた質問㗄目ߪ石ญ・島谷㧔2010㧕ࠄ߆その߹߹引用

備調査の質੍ޔにࠄい。さߥߪߢ自己理解体験について焦点を当てた質問߽ߒߕ必ޔࠅあߢた߽のߒ

問㗄目ޔߪ制作過程における自己理解体験について聴߈取る側面に߿߿難߇あるࠃうに感ߓる。ߒた

 。たࠇあると思わ߇必要ߔ直ߒ焦点を当てた質問㗄目を考案・設定ࠅࠃ自己理解体験についてޔてߞ߇
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Υ．本調査 

 

㧝．目的 

 

網 ੍備調査の結果を踏߹えޔ自己理解につ߇ߥる語ࠅを集めて分析ޔߒコࠫ࡯࡜ュ療法の自己理解効

果について検討ߔることを目的とߒた。 

 

㧞．方法 

 

㧔㧝㧕研究協力者 

大学生・大学院生 12 ฬ㧔男性 2 ฬޔ女性 10 ฬޔᐔ均年齢 22.3 ᱦ㧕。 

 

㧔㧞㧕手続߈ 

作ޔたのちߒュを制作ࠫ࡯࡜にコࡑ࡯࠹をޢ自分ޡュ法を用いてࠫ࡯࡜コ・࡯チャࠢࡇ・ンࠫࠟࡑ

品についての振ࠅ返ࠅとߒて半構ㅧ化面接を行ߞた。面接の内容についてߪ研究ද力者の許可を得て

録音ޔߒㅙ語録を作成ߒ分析を行ߞた。ߥおޔද力者にコࠫ࡯࡜ュ制作を行ߞて߽ࠄう際ޟޔここにあ

る雑⹹の写真߿文ሼの中ߢ気にߞߥた߽のをಾࠅ抜いてޔこの↹用⚕の਄に⾍ߞて一枚の⛗を作ߞて

みてくߛさい。੹回ޡޔߪ自分ޢをࡑ࡯࠹に作ߞてくߛさいޠと教示ߒた。 

 

㧔㧟㧕半構ㅧൻ面接の質問項目 

੍備調査の結果を踏߹えޔコࠫ࡯࡜ュ作品について話をߔる中ߢの自己理解をଦߔための質問㗄目

とߒてޔ以ਅのࠃうにୃ正をᣉߒた。 

 

Ԙ網 タイ࡞࠻をつけるとߔるとߥࠎߤタイ࡞࠻に߆ߔ߹ࠅߥ㧫 

ԙ網  㧫߆たߒ߹ࠅ作ࠄ߇ߥことを考えߥࠎߤ

Ԛ網  㧫߆たߒ߹うと思いࠃߒことを表現ߥうࠃのߤ

ԛ網 コࠫ࡯࡜ュを作る中ޔߢ自分について何߆気ߠいたこと߇あ߫ࠇ教えてくߛさい。 

Ԝ網 作品の中にあߥたߏ自身ޔ߹たߪ自分に近い߽の߇いるとߔるとߤޔのಾࠅ抜߈にあたߔ߹ࠅ

 。さいߛその理由を教えてくޔ㧫߹た߆

ԝ網 この作品ߪ自分ߒࠄいߥと思える作品߆ߔߢ㧫߹たޔその理由を教えてくߛさい。逆にޔ自分

 。さいߛその理由߽教えてくޔࠄ㧕と思えたߥߛ意外ߪࠅ㧔このあたߥいߥくߒࠄ

Ԟ網 この作品の中ߢ好ߥ߈ಾࠅ抜߈とその理由を教えてくߛさい。逆にޔ嫌いߥ㧔あ߹ࠅいい感ߓ

 。さいߛその理由߽教えてく߫ࠇあ߇߈抜ࠅと思う㧕ಾߥいߥߪߢ
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ԟ網 ここ߹ߢ話ߒて߈てޔ自分について何߆気ߠいたこと߇あ߫ࠇ教えてくߛさい。 

Ԡ網 改めてコࠫ࡯࡜ュを作ߞてみた感想とޔここ߹ߢのࠅ߿取ߢࠅ何߆思ߞたこと߇あ߫ࠇ教えて

くߛさい。 

 

㧔㧠㧕分析方法 

KJ 法㧔Ꮉ喜↰㧘1967㧕を使用ߒた。KJ 法とޔߪ集めた質的࡯࠺タ࡯࠺ࠄ߆タのエッセンスをࡕࡔ

にࡊ࡯࡞ドを集めて小ࠣ࡯るࠞࠇていると思わߒ類似ߢド同士࡯たࠞࠇࠄつくޔࠅドをつく࡯たࠞߒ

ߒ成を✬ࡊ࡯࡞ࠣߥ߈に大ࠄさޔを߽とにߒの見出ࡊ࡯࡞ある。小ࠣߢをつけていく方法ߒ見出ޔߒ

ていޔ߈共通㗄を見出ߒていく。 

本研究においてޔߪ全制作者の語ࠅの中ޔߢ自己理解に関わると思わࠇた語ࠅをࠞ࡯ド化ߴߔޔߒ

ての質問㗄目において KJ 法を実ᣉߒた。KJ 法実ᣉの際ࠞޔ とに߹とめߏを質問㗄目ࠅた語ߒド化࡯

て分析を行ߞた。ߥおޔ分析の信頼性を高めるためޔKJ 法について経験豊富ߥ心理学の専門家の指

ዉをฃけࠄ߇ߥ分析ߒた。 

 

㧟．結果 

 

網 本研究ޔߪߢそࠇߙࠇの質問㗄目に対ߒて得ࠇࠄた語ࠅについてޔ質問㗄目別に KJ 法を行ߞた。

以ਅに質問㗄目ߏとの分析結果を記載ߔる。ࡌࠔࡈ࡞ࠕッߪ࠻制作者を表ߔ。 

 

質問Ԙ網 タイ࡞࠻をつけるとߔるとߥࠎߤタイ࡞࠻に߆ߔ߹ࠅߥ㧫 

網 検討の結果17ޔ 枚の2ޔ࡞ࡌ࡜ の大ࠞ3ޔ࡯࡝ࠧ࠹ の中ࠞ9ޔ࡯࡝ࠧ࠹ の小ࠞ߇࡯࡝ࠧ࠹見出さࠇ

た㧔࿑㧝参照㧕。 

 

 ޤの߽ߥ߈好ޣ

好߽ߥ߈ののಾࠅ抜ߢ߈作品を構成ޔߒタイ࡞࠻をその߹߹ޟ⑳の好߽ߥ߈のޠとつけた。 

 

 ޤた表現ߒ間軸を意識ᤨޣ

੹ޟ。をつけていた࡞࠻たタイߒ間軸を意識ᤨޔߤߥについてޢの自分ߢ߹ࠇそޡ߿ޢ੹の自分ޡ

の自分ޠ㧔A㧕ޟޔ੹߹ޠߢ㧔B㧕ޟޔ自分の原点ޠ㧔E㧕ޟޔ自分の変化ޠ㧔K㧕といߞたタイ࡞࠻

 。に当たるࠇこ߇
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࿑㧝㧚質問Ԙについての分類 

 

 ޤ自分の内面の表現ޣ

網 自己の内面について表現ߔることに㊀点を置いてタイ࡞࠻をつけた。ޟ自分ߞて本当ߪ㆑う部分߽

あるߥ߾ߓࠎいޠ߆㧔F㧕ޟ色ߥࠎ面߇あߞてߋちߋ߾ちߥ߾の߇自分ߥ߆と思ߞてޠ㧔C㧕というޡ内

面の多様性ޟޔޢ自分の憧ޔߒߛࠇ自分のࠅߥたい肖像ߞて感ޠߓ㧔G㧕というޡ憧ޢࠇといߞたࠞ

 。たࠇ見出さ߇࡯࡝ࠧ࠹

 

 ޤ見た自分ࠄ߆角ᐲߥ様々ޣ

好߽ߥ߈のߛけߥߪߢくޟޔ人ࠄ߆見た自分ޟޠ自分の外見ޟޠ現在自分߇考えていることޠとޔ

様々ߥ角ᐲࠄ߆見た自分を↹用⚕の四㓈に表現ޡޔߒ四角ޢとつけていた。 

 

質問ԙ網  㧫߆たߒ߹ࠅ作ࠄ߇ߥことを考えߥࠎߤ

網 検討の結果31ޔ 枚の2ޔ࡞ࡌ࡜ の大ࠞ1ޔ࡯࡝ࠧ࠹ の中ࠞ8ޔ࡯࡝ࠧ࠹ の小ࠞ߇࡯࡝ࠧ࠹見出さࠇ

た㧔࿑㧞参照㧕。 

 

 ޤ制作過程における行ὑޣ

網  。あるߢ࡯࡝ࠧ࠹たࠞࠇࠄについて語߆たߒュを制作ࠫ࡯࡜段㓏を経てコߥうࠃのߤ

網 。たߒሽ在߇ޢ構成を考える過程ޡたߞといޠ߆ߔて自分を表ߞ߿うߤޟてࠇࠄをਈえࡑ࡯࠹ޔߕ߹

その中ޡޔߢ作業の最初にߒていた行ὑޢとߒてޡޔ好߽ߥ߈のߢ作品を構成ࠃߒޢうとߒてតߒて

 

 

 

 

 

 

ᤨ間軸を意識ߒた表現 

 

 

 

 

 

 

自分の内面の表現 

 

 

過去ࠄ߆現在に⥋る߹ߢ 

੹の自分 

੹߹ߢ 自分の変化 

自分の原点 

好߽ߥ߈の 
 

 

 

内面の多様性 

᣿と暗 ߋち߾

 ߾ちߋ

憧ࠇ 

 

 

様々ߥ角ᐲࠄ߆

見た自分 

四角 

網 網 網 網 ̖大ࠞ࡯࡝ࠧ࠹網 網 網 網 網 網 ̖中ࠞ࡯࡝ࠧ࠹ 

網 網 網  

網 網 網 網 ̖小ࠞ࡯࡝ࠧ࠹網 網 網 網 網 網 ̖関ㅪあࠅ 
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いߞたޔࠅ用意さࠇた雑⹹をめくߞたと߈に何߆を思い出さߖる写真に出会うということ߇ある。 

網 ߹たޔ好߽ߥ߈のをតߒたࠅ構成を考えたߔࠅる中ߢ制作者にとߞて気にߥるಾࠅ抜߈と偶然出会

う。ޡಾࠅ抜߈との出会いޢにߞࠃてޔ作品の構成߇᳿定ߒたޔࠅ故郷のことを思い出ޔߔ誰߆のこ

とを思い出ޔߤߥߔ過去を想起ߔること߇ある。 

網 こうߒてޡޔ構成を考える過程ޢを経てޟޔこの写真ߪ自分ߛと。こࠇを本当の自分とߒてޔ憧ࠇ

と出会߈抜ࠅಾޡるߥ気にޔうにࠃ㧔G㧕というޠたߒ߹たい自分をតそうと思いࠅߥޔ߆ていうߞ

いޡޔޢ構成の᳿定ߥ߇ޢさࠇる。 

 

 ޤ制作過程における想起ޣ

網 コࠫ࡯࡜ュを制作ߔる中ߢ過去を想起ߒたࠞޡ。࡯࡝ࠧ࠹ಾࠅ抜߈にߞࠃて過去を想起ߒޢたࡄタ

 。たࠇ見出さ߇ン࡯タࡄたߒޢて自己理解ߞࠃ過去の想起にޡンと࡯

網 考߆とߥてたߞこと言ߥࠎこߪࠎく߆とࠎߥ߈あのとޔ߆とߥ߆てるߒうߤࠎさ߆とࠎߥޔ࡯あޟ

えてたޠ㧔L㧕とޔᤄのこと߿以前誰߇߆言ߞていたことߤߥをޔಾࠅ抜߈をតߔ中ߢ思い出ߔこと

 。たߞあ߇

網 ߹たޟޔ振ࠅ返ߞてみるとޔ故郷ߞて自分を作ߞてくࠇたというޔ߆成長さߖてくࠇた大事߽ߥの

。くてߥ߾ߓ߈好ߪの߻飲ߢࠅと߭ޔߤけߛࠎߥ߈好߇の߻お酒飲ޟ㧔E㧕ޠたߒ߹て思いߞߥߛࠎߥ

おޔてߞ⾍てߞと思ߛ߈東੩好ޔߢ。ߢ߈好ࠄ߆とに会える߭ߥࠎࠈいޔߤけߛࠎߥ߈好߇東੩ޔߢ

酒好ߛ߈と思ߞて⾍ߞて߾ߓޔあ一緒にお酒飲߭߻とのこと思い出ߒたߞޔࠅていうことを考えるとޔ

お酒߽߽ちࠎࠈ好ߛ߈けޔߤ東੩ߢ一緒にお酒を飲߭߻とたち߇好ޔ࡯ߥߛࠎߥ߈とޠ߆㧔L㧕とい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

制作過程における行ὑ 

࿑㧞㧚質問ԙについての分類 

 

 

 

 

制作過程における想起 

ಾࠅ抜߈にࠃる想

起 

 

 

 

 

 

好߽ߥ߈のにࠃる作品構成

好߽ߥ߈のその߽ののត索 

好߽ߥ߈のを基にߒたಾ

 ត索߈抜ࠅ

ಾࠅ抜߈との出会い 

構成を考える過程 構成の᳿定 作業初期の行ὑ 

想起にࠃる自

己理解 
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たߒと理解ߛの߽ߥ大事߇その過去ޔてߒのことを思い出߆誰߿て過去ߒを通߈抜ࠅಾޔうにࠃたߞ

 。たࠇࠄ見߇る例ߔࠅたߒと理解ߛたのߞߛ߈好߇た対象ߒ思い出ޔࠅ

 

質問Ԛ網  㧫߆たߒ߹うと思いࠃߒことを表現ߥうࠃのߤ

網 検討の結果21ޔ 枚の5ޔ࡞ࡌ࡜ の大ࠞ3ޔ࡯࡝ࠧ࠹ の中ࠞ1ޔ࡯࡝ࠧ࠹ の小ࠞ߇࡯࡝ࠧ࠹見出さࠇ

た㧔࿑㧟参照㧕。 

 

 ޤの߽ߥ߈好ޣ

好߽ߥ߈のを作品の中心ࡑ࡯࠹とߒてㆬߛࠎ制作者߇このࠃうに答えていた。 

 

 ޤ欲求についてޣ

網 制作者自身ࠅߥ߇たい自己像について語ࠇࠄた߽のについてޝ憧ޞࠇと߹とめた。߹たޟޔ自分߇

見たいと思ߞてる߽のをイߒ߹ࠅ⾍ࠄ߇ߥߒࠫ࡯ࡔたޠ㧔E㧕という制作者߽いた。 

 

 ޤ自身の考えޣ

網 考߈そのと߇制作者ޔߤߥ㧔C㧕ޠたߒ߹てみߞ⾍る߽のをࠇ߆考える߽の・惹߇その߹߹自分ޟ

えていることについて表現߈ߢるಾࠅ抜߈をㆬߢࠎ作品を作ߞていたと語ࠇࠄた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

࿑㧟㧚質問Ԛについての分類 

 

 ޤ抱いている自己像߇制作者本人ޣ

自身のੑޟ面性ޠを߽含めたޡ性格についての自己イޢࠫ࡯ࡔについて語ࠇࠄた。߹たޔ制作者自

好߽ߥ߈の 自身の考え 

 

 

 

制作者本人߇抱いている自己像 

性格についての 

自己イࠫ࡯ࡔ 

ੑ面性 
自身にとߞて大ߥ߈要素 

 

 

 

過去について 

懐ߒ߆い こߢ߹ࠇに見て߈た߽の߿

経験ߒて߈たこと 

 

 

 

欲求

憧ࠇ 自分߇見たいと思

う߽の 
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身の中ޟߢ自分をࡑ࡯࠹とߒたと߈に外ߥߖい߽のߥޟޠいと空ߥ߸ߞ感ޠߓとߥޔくてߥࠄߥߪい

大߽ߥ߈のߢあると感ࠇࠄߓているޡޔ自身にとߞての大ߥ߈要素ޢについて語ࠇࠄた。 

 

 ޤ過去についてޣ

網 自身߇見て߈た߽の߿経験ߒて߈たことޔߤߥ過去について表現ߒている制作者߽いた。 

 

質問ԛ網 コࠫ࡯࡜ュを作る中ޔߢ自分について何߆気ߠいたこと߇あ߫ࠇ教えてくߛさい。 

検討の結果33ޔ 枚の2ޔ࡞ࡌ࡜ の大ࠞ1ޔ࡯࡝ࠧ࠹ の中ࠞ6ޔ࡯࡝ࠧ࠹ の小ࠞ߇࡯࡝ࠧ࠹見出さࠇ

た㧔࿑㧠参照㧕。 

 

 ޤの自己理解ࠄ߆制作態ᐲޣ

網 作品を構成ߔる際のޔಾࠅ抜߈の࡟イࠕウ࠻の઀方ޔಾࠅ抜߈のㆬび方・⾍ࠅ方ޔࠄ߆自分の性格

 。あるߢ࡯࡝ࠧ࠹ࠞߔた様子を示ߒことについて理解ߥ߈好߿

網 ߽ߥ߈好߿߈抜ࠅるಾࠇ߆惹ޔ主にޔ自分の性格についてޔߤߥޠ自分ߥࠅ欲張ޟޠ自分ߥන純ޟ

ののಾࠅ抜߈をන純にㆬߞ⾍ߢࠎていくというޡ制作態ᐲࠄ߆再確認ߒޢていた。߹たޡޔ᥉段の自

分ߔࠄ߆ると意外ߥಾࠅ抜߈のㆬび方ޢをߒてޔこߛわる性格ߛと自分ߢ思ߞていたޔ߇意外とこߛ

わߥࠄいとこ߽ࠈあるのߛということに気ߠいた例߽ሽ在ߒた。 

 

 

. 

 

 

 

 

 

 

 

 

制作態ᐲࠄ߆の自己理解網 網 網 網 網 網 網 網 網 網 網 網 網 ಾࠅ抜߈を見ての自己理解 

࿑㧠㧚質問ԛについての分類 

 

 ޤを見ての自己理解߈抜ࠅಾޣ

コࠫ࡯࡜ュを制作ߔる過程にޟߪಾࠅ抜߈を見てㆬぶޠという作業߇ሽ在ߔる。ޟಾࠅ抜߈をㆬࠎ

 

 

 

 

制作態ᐲࠄ߆の再確認 

 

ಾࠅ抜߈の 

ㆬび方ࠄ߆の 

気߈ߠ 

 

 
性格の両極端ߥ

部分 

᥉段の自分ߔࠄ߆る

と意外ߥㆬび方 

好߽ߥ߈のの

確認 

欲求への気ߠ

 ߈

大ಾ߽ߥのへ

の気߈ߠ 目標の᣿確化 

自分の性格 
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 。ߔを示࡯࡝ࠧ࠹た自己理解についてのࠞߞ起こߢという制作過程ޠいくߢ

ಾࠅ抜߈を⾍ߞてࠅ߬ߞ߿ޟޔこ߇ࠇ好ߞߛ߈たޠとޡޔ好߽ߥ߈のを再確認ߒޢたޔࠅಾࠅ抜߈

を見て好߽ߥ߈のを確認ߒた後に起߈て߈たޡ欲求に気ߠくޢ様子߇見ࠇࠄた。 

߹たޔಾࠅ抜߈をㆬߢࠎいると߈に惹ࠇ߆るಾࠅ抜߈と出会いޔそのಾࠅ抜߈の内容߇制作者に何

ࠈいᤨ期に来ていていߥいけ߾߈ߥ考え߆るߔうߤ進路を߇自分自身ޟޔߖを喚起さࠫ࡯ࡔのイ߆ࠄ

いࠈ考えるߔߢࠎけޔߤこの鳥のࠃうに社会に羽߫たいてい߈たいߞて思い߇あޠߔ߹ࠅ㧔J㧕とޔ

 。たࠇࠄ見߇ン࡯タࡄޢるߥ᣿確に߇目標ޡ

その߶ޔ߆ಾࠅ抜߈をㆬぶ中ߢ制作者本人の中ߢ大߈いと感ߓる߽のをㅪ想さߖるಾࠅ抜߈と出会

いޔ気߈ߠを得た例߽ሽ在ߒた。ߢࡉ࡜ࠢޟの生活とޔ߆就活とߞ߆てޔ自分にとߞてߏߔく大߈い

くてߥߒ無理に消そうとޔߤたけߞうと思ࠃࠇことをᔓߥうࠃたいࠇᔓޟ㧔B㧕ޠたߞて思ߞߥߛࠎ

ޔߤߥ㧔E㧕ޠたߒ߹ߓて感ߞߥ߾߈ߥ߆ていߒあるのを大事に߇そういう߽のޔߥߛࠎたߞ߆ࠃ߽

ಾࠅ抜߈の内容߇制作者本人にとߞてޡ大ಾ߽ߥの・大ಾにߒたい߽のޢとߞߥていくこと߇あߞた。 

 

質問Ԝ網 作品の中にあߥたߏ自身ޔ߹たߪ自分に近い߽の߇いるとߔるとߤޔのಾࠅ抜߈にあたࠅ߹

 。さいߛその理由を教えてくޔ㧫߹た߆ߔ

網 検討の結果22ޔ 枚の2ޔ࡞ࡌ࡜ の大ࠞ1ޔ࡯࡝ࠧ࠹ の中ࠞ6ޔ࡯࡝ࠧ࠹ の小ࠞ߇࡯࡝ࠧ࠹見出さࠇ

た㧔࿑㧡参照㧕。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

࿑㧡㧚質問Ԝについての分類 

 

 ޤ自己との照合ޣ

網 ಾޡ。るࠇ行わ߇作業ߔをត߆自分に近い߇߈抜ࠅのಾߤޔてࠇࠄߨと዆ޠ㧫ߪ߈抜ࠅ自分に近いಾޟ

の人生の半分⑳ޟޔ現在߿自分の過去ޔた。߹たߞあ߇ることߔޢの内容と自分の性格とを照合߈抜ࠅ

 

 

 

振ࠅ返ることにࠃる自己理解 

振ࠅ返ࠅにࠃるᵺ

化作用 

 

 

 

自己との照合 

 

 

ᤨ間軸的照合 

性格との照合 過去߿現在との照合 人生との照合 

዆ࠇࠄߨることにࠃる 

イࠫ࡯ࡔの変容と再構築 

無意識的ߥㆬ択へ

の気߈ߠ 



－網拘喩枰網－網

以਄ޔߪお߫あちࠎ߾のᗲߢ育ߞて߈たのੑޔߢ人の絆を表ߔのߪこߞ！ߛࠇて思ߞてޠ㧔Ｊ㧕という

語ࠅに代表さࠇるࠃう̌ޔߥ自分の人生̍といߞたᤨޡ間軸的ߥ視点ࠄ߆の照合߇ޢ行わࠇていた。 

 

 ޤる自己理解ࠃ返ることにࠅ振ޣ

網 振ࠅ返ࠅとߒて面接を行う中ߢ得ࠇࠄた自己理解について示ߒたࠞߢ࡯࡝ࠧ࠹ある。 

網 既述のޣ自己との照合ޤを行う際ޟޔ自分߇い߹߹ߢ何を見て߈たߞ߆て思いߞ⾍ࠄ߇ߥたけޔߤ

聞ࠇ߆たと߈にこߞߥ߆ࠇて思い߹ߒたޠ㧔E㧕ޡޔߤߥ聞ࠇ߆ることにߞࠃてޔಾࠅ抜߈に対ߔる

イ߇ࠫ࡯ࡔ自分自身のことに引߈寄ߖたイࠫ࡯ࡔへと構築さࠇたࠅ変容ߒたߔࠅるޢこと߇あߞた。 

網 ߹たޔ話ߔことにߞࠃてޔಾࠅ抜߈に対ߔるイ߇ࠫ࡯ࡔ自分自身のことに引߈寄ࠇࠄߖたイࠫ࡯ࡔ

とߒて構築さࠇるޔ߇振ࠅ返ߞて初めて思ߞたのߥߪߢくޔ制作中に無意識に感ߓていたߥࠇߒ߽߆

いという言及߽あߞた。 

 

 ޤるᵺ化作用ࠃにࠅ返ࠅ振ޣ

網 ࠎߤࠎߤ߇ていることߒࡗࡕࡗࡕ߇自分ޟてߞࠃことに̍ߔを̌話ࠇそޔを行いޢ人生との照合ޡ

ᵺ化さࠇていߞてる感ޠߔ߹ߒ߇ߓ㧔J㧕とޔᵺ化作用߇起߈ていると思わࠇる発言߇あߞた。 

 

質問ԝ網 この作品ߪ自分ߒࠄいߥと思える作品߆ߔߢ㧫߹たޔその理由を教えてくߛさい。逆にޔ自

分ߒࠄくߥいߥ㧔このあたߪࠅ意外ߥߛ㧕と思えたޔࠄその理由߽教えてくߛさい。 

網 検討の結果28ޔ 枚の3ޔ࡞ࡌ࡜ の大ࠞ3ޔ࡯࡝ࠧ࠹ の中ࠞ11ޔ࡯࡝ࠧ࠹ の小ࠞ߇࡯࡝ࠧ࠹見出さࠇ

た㧔࿑㧢参照㧕。 

 

 ޤと答えた群ޠいߒࠄ自分ޟޣ

網 筆者ࠅࠃ質問をさࠇてޟ自分ߒࠄいޠと答えた制作者ޔ߇作品の自分ߒࠄさの根᜚について述ߴた

߽のߢある。 

たߒ自分について再確認ࠄ߆の内容߈抜ࠅಾޔࠅたߒさについて確認ߒࠄ自分ޢてߞࠃ方にࠅ作ޡ

例ޟޔ߿自分߇作ߞたࠄ߆自分ߒࠄいޠと語ߞた例߇見ࠇࠄた。 

 

 ޤた群ߞ߆ߥ思わߪいとߒࠄ自分ޣ

網 その根᜚ޔ߇た制作者ߞ߆ߥ答えߪとޠいߒࠄ自分ޟޔ෻対にߪとޤと答えた群ޠいߒࠄ自分ޟޣ

について述ߴた߽のߢある。 

網  㧔K㧕ޠࠄ߆いߥߪߢているわけߞ自分をቢ全に知߇自分。ߨࠃいߥߪߢቢ全ޟ

とޔ自分の知ߥࠄい自分について意識ߒていた語ࠅとޔ 

網 た߽߈ߢޔߤけߛࠎߥ確実に߷くޔ像の߭とつ߭とつを見ていけ߫↹ޔに߈た߽のを見たと߈ߢޟ
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のを見てޟޔこߥࠎ感ࠄߒ߆ߓ㧫ޠとޠ㧔L㧕 

とޔ作品のイࠫ࡯ࡔと自己イࠫ࡯ࡔとのࠡャッ߇ࡊあるという語߇ࠅ得ࠇࠄた。 

 

 ޤ߈ߠる気ߔ側面に対ߥ意外ޣ

網 自分の意外ߥ側面についての気ߢ߈ߠある。主にޡ自身の感情について気ߠくࡄޢタ࡯ン߇見ࠇࠄ

た。ޟ作ࠅ方ߞ⾍ޟޠߢていく中ޟޠߢ出来਄ࠅ߇を見てޟޠ話ߒていてޟޠ聞ࠇ߆てޠとޔ制作過

程と振ࠅ返ࠅの過程ߢ気߈ߠを得ること߇あߞた。このとޟޔ߈自分ߪ本当ߞߛ～～ߪたߒ～～ޟޠ

たߞ߆たのޠ߽߆とޔこߢ߹ࠇあ߹ࠅ意識さࠇていߞ߆ߥた自身の感情߿欲求に気߇ついていくࡄタ

 。たࠇࠄ見߇ン࡯

網 ߹たޟޔここࠞࠄ߆ッࠃߒ࠻う߆と思ߞたけޔߤቢ璧ߥ写真ߞߛたࠄ߆ಾߞ߆ߥࠄた。そߪࠇ意外

うにࠃわるߛて。こߞߥ߆たのߞߥく߆細ޔߤたけߞߛ雑ߪの自分ߢ߹た。੹ߞわߛこ。߽߆たߞߛ

ߒ成長߇方を見て自分ࠅ作ޔ㧔G㧕とޠたߞてて思ߒて話ߞߥたߒた。成長ߞた自分を偉いと思ߞߥ

たと語る制作者ޟޔ߿優ᨵ不断ࠄ߆ߛ思いの߶ᤨ߆間߆߆るけޔߤ思ߞたࠅࠃ自分್߇断ߔるの߇早

ることを意߆߆᥉段ᤨ間のޔ㧔I㧕とޠߥ߆るのߥ出て早く߇意外と本気ߪ߈とߥた。本当に必要ߞ߆

外と短縮߈ߢたと語る制作者߽いた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

࿑㧢㧚質問ԝについての分類 

 

 

 

 

 

 

 
 と答えた群ޠいߒࠄ自分ޟ

 

 

 

自己の再確認 

自分߇ㆬߢࠎ作ߞたࠄ߆ 

ಾࠅ抜߈にࠃる再確

認 

作ࠅ方ࠄ߆の再

確認 

 

 

 

 

 

 

 
自分ߒࠄいとߪ思わߞ߆ߥた群 

自分をቢ全に知ߞているわけߪߢ

 いߥ

作品のイࠫ࡯ࡔと自己イࠫ࡯ࡔと

のࠡャッࡊ 

 

 

 

 

 

 

意外ߥ側面に対ߔる気߈ߠ網  

 

 

 

 

 

自身の感情に対ߔる理解 

話ߒて 

気߇つく 

欲求への気

 ߈ߠ

ていて気ߞ⾍

 くߠ

出来਄ࠅ߇を見

て気ߠく

 

 

 

作ࠅ方ࠄ߆の気߈ߠ 

自身の変化への気

 ߈ߠ

意外と本気߇出

るの߽߆ 
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質問Ԟ網 この作品の中ߢ好ߥ߈ಾࠅ抜߈とその理由を教えてくߛさい。逆にޔ嫌いߥ㧔あ߹ࠅいい感

 。さいߛその理由߽教えてく߫ࠇあ߇߈抜ࠅと思う㧕ಾߥいߥߪߢߓ

網 検討の結果21ޔ 枚の3ޔ࡞ࡌ࡜ の大ࠞ9ޔ࡯࡝ࠧ࠹ の小ࠞ߇࡯࡝ࠧ࠹見出さࠇた㧔࿑㧣参照㧕。 

 

 ޤࠫ࡯ࡔイߥࡉࠖ࠹ࠫࡐޣ

網 多くの制作者ߥࡉࠖ࠹ࠫࡐ߇イࠫ࡯ࡔを持ߞてಾࠅ抜߈をㆬびޔ特にߥࡉࠖ࠹ࠫࡐイࠫ࡯ࡔを持ߞ

たಾࠅ抜߈を好ߥ߈ಾࠅ抜߈とߒてㆬ択ߒていた。 

 

 ޤ߈抜ࠅいಾߥߪߢ߈に好ߥࠎそޣ

網 好ߥߪߢ߈いಾࠅ抜߈についてޟޔߪ特に思い入ߥ߇ࠇいޠという෻応߇多ߞ߆た。 

 

 ޤる回想ࠃに߈抜ࠅಾޣ

網 ಾࠅ抜߈の内容ޟࠄ߆この湖。家の近くの湖に小さい㗃ࠃく行ߞててޔこういう感ߓの᥊色ߢ懐߆

ているうちに色々ߒ話ޟޔߪにその中にࠄさޔࠅる制作者߽おߔ過去を想起ޔ㧔E㧕とޠたߞߥくߒ

思い出ޠߔとޔ後に述ߴるޡ会話にࠃる回想のଦ進ޢにつߞ߇ߥていく制作者߽いた。その制作者ߪ

 。ていたߒޤ過去をฃ容ޣޔとޠうࠃߒ過去を大事にޟ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

࿑㧣㧚質問Ԟについての分類 

 

 ޤ߈ߠる気ࠃにࠅ返ࠅ振ޣ

網 振ࠅ返ࠅとߒてコࠫ࡯࡜ュ作品についての話をߔる中ޔߢ߹たޔ作品自体を眺めることにߞࠃて過

去の想起߇ଦ進さࠇたޔࠅ好ߥ߈ಾࠅ抜߈その߽の߇変わるという例߇見ࠇࠄた。߹たޔ振ࠅ返ࠅの

 

 

 

 

振ࠅ返ࠅにࠃる気߈ߠ 

 

 

 

 ࠫ࡯ࡔイߥࡉࠖ࠹ࠫࡐ

自分にߥߪい部分へ

の憧ࠇ 

前向ߥ߈イࠫ࡯ࡔ 

ಾࠅ抜߈に 

 る回想ࠃ
会話にࠃる回想のଦ進 

振ࠅ返ࠅにࠃる意識の変容 

過去のฃ容 

自分ߒࠄいことߢ߇

 いߒると嬉߈

 

 

そߥࠎに好ߥߪߢ߈いಾࠅ抜߈ 

特に思い入ߥ߇ࠇい 
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中ߢ気߈ߠを得てޟޔ好ߥ߈こと߈ߢ߇ると嬉ߒいޠ㧔I㧕とߥࡉࠖ࠹ࠫࡐޔ気分変化を߽たߒࠄたと

いうこと߇ផ察さࠇる語߽ࠅ得ࠇࠄた。 

 

 ޤ過去のฃ容ޣ

網 వのޡ会話にࠃる回想のଦ進ࠄ߆ޢ派生ߒたࠞߢ࡯࡝ࠧ࠹ある。ޟᤄのことをߛࡔ࠳と思ߞてた気

ていߒの自分߽大事にߢ߹੹ޔߤけߛ大事߽ࠄ߆ࠇて。こߞߥたߞ߆ߥ߾ߓࡔ࠳ޔߤけߔߢࠎるߔ߇

くの߇いいߞߥて思い߹ߒたޠ㧔E㧕とޔ過去の自分についてߥࡉࠖ࠹ࠟࡀイࠫ࡯ࡔを持ߞていたޔ߇

ߒとޤ過去のฃ容ޣޔたためߞあߢる発言ࠇていくと思わࠇと過去をฃけ入ޠたい߈ていߒ大事にޟ

た。 

 

質問ԟ網 ここ߹ߢ話ߒて߈てޔ自分について何߆気ߠいたこと߇あ߫ࠇ教えてくߛさい。 

網 検討の結果31ޔ 枚の13ޔ࡞ࡌ࡜ の小ࠞ2ޔ࡯࡝ࠧ࠹ の中ࠞ5ޔ࡯࡝ࠧ࠹ の大ࠞ߇࡯࡝ࠧ࠹見出さࠇた。 

 

 ޤ再確認ޣ

現在߿過去の自分ޔ以前ࠄ߆考えていたことについて再確認ߔる。再確認ߒてޟ自分ߪ意外と元気ޠ

㧔C㧕ߛと気ߠく例߽見ࠇࠄた。 

 

 ޤ߈ߠ面への気ߥࡉࠖ࠹ࠟࡀޣ

制作者自身ޔ߇主に話のࠅ߿取ࠅをߒていく਄ߢの自ࠄのᰳ点ޔ߿伝えることの⧰手さとその理由

について気ߠくこと߇あߞた。߹たޟޔ夢に積極的ߥߪߢい自分に改めて気ߠいたޠ㧔C㧕という例

߽見ࠇࠄた。 

 

 ޤ߈ߠ面への気ߥࡉࠖ࠹ࠫࡐޣ

作品について話ߒていくことߢ自分の好߽ߥ߈の߿自分の性格について確認ޟޔߒ自身߇以外と元

気ߢあるޠことޔ߿自身の好ߥ߈とこޡޔߤߥࠈ健ᐽ的ߥ側面の気ޢ߈ߠを得る制作者߽いた。߹たޔ

作品にޡޔ㧔C㧕とޠߔ߹て思いߞߥてるࠇ表߇そういう߽のޔ߆と߈好ޔ߆夢とޔ߆の希望と⑳ޟ

あると理ߢࡉࠖ࠹ࠫࡐ自身の現在の状態߽ޔ߈ߠことに気ޢているࠇ表߇面ߥࡉࠖ࠹ࠫࡐ制作者のߪ

解ߒた例߇見ࠇࠄた。 

ߒ߽߆てるߞ入߇の߽ߥたいみたいࠅこうあޔࠄたࠇて言わߞߖて表ߞ߆人ߥࠎߤ߇改めて自分ޟ

についޢ希望߿自分の理想ޡߢ返る中ࠅ作品について振ޔ㧔C㧕とޠ߹た。いߒ߹て思いߞߥいߥࠇ

て気ߠいた例߽見ޟޔࠇࠄ自分の憧ࠇと߆理想像を見つめ直ߒて目標を᣿確にߒた感ߒ߇ߓた。こࠇ

ޢたߞߥ᣿確に߇目標ޡのࠄ߆ࠇこޔ㧔G㧕とޠたߞて思ߞߥたいࠅて㗎張ߒこういうのを目標にࠄ߆

という制作者߽いた。 
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網 網 網 網 網 網 網 網 網 網 網 網  

 ߈ߠ面への気ߥࡉࠖ࠹ࠟࡀ

その߶ޟޔ߆い߬ߞい気ߒ߹߈ߠた。自分のᖠߢࠎることとޔ߆自分ߞてこࠇ好ߞ߿߈たߞ߿ࠎてޠ

㧔J㧕といߞたࠃうにޔ好߽ߥ߈のに対ߔる好ߥ߈ᐲ合い߿自分߇ᖠߢࠎいたことに対ߔる気持ちޔ߇

 。たࠇࠄ見߇例ޢくߠたことに気ߞ߆ていた以਄に強ߞ思ޡ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

網 網 網 網 網 網 網 網 網 網 網 網 網 網 網 網 網 網 網 網 網  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

࿑㧤㧚質問ԟについての分類 

 

 ޤ߈ߠいということへの気ߥࠄ߆わޣ

網 作品について話ߔ中ߢ自分のある側面に気ޟޔ߈ߠ大体自分のことわߞ߆てるつ߽ߢࠅいるߔߢࠎ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

網߈ߠ面への気ߥࡉࠖ࠹ࠫࡐ 網 網 網 網 網 網 網 網 網

 

 

 

 

 

 

 

再確認 

 

 

 

 

 

 

 

自分のᰳ点への気߈ߠ 

 

 

 

希望・理想の発見 

伝わߥࠄさ 

੹の自分についての再

確認 

こߢ߹ࠇの自分につい

ての再確認 夢に積極的ߥߪߢ

い自分についての

再確認 

考えていߥい自分 

言ߞていることに一

⽾性ߥ߇い 

健ᐽ的ߥ側面の気߈ߠ 自分߇考えていた以਄の気

持ちの大߈さ

作品についてのߥࡉࠖ࠹ࠫࡐ気߈ߠ 

自分の希望߇作品に出

ている 

目標を᣿確にߒた 
自己ฃ容 

わߥࠄ߆いと

いうことへの

気߈ߠ 
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けߒ߆ߒ߽߽ߢޔߤたޔࠄ結構わߞ߆てߥいのߞߥ߆て思い߹ߒたޠ㧔C㧕とޔ自分に߽わߥࠄ߆い

部分߇あߞたことに気ߠく様子߇見ࠇࠄた。 

 

 ޤ自己ฃ容ޣ

作品についての話をߒていく中ޟޔߢཐつけߥいのߪ直ߥߖいߞߥߛࠎて話ߒてて思い߹ߒた。こ

߈出て߇て話ߞ߽߆いߥࠇߥ߽ߢޔたいࠅߥ強くޟޠߢいい意味。߆たというߒけに確信߆ߞ߈をࠇ

たけޔߤ認めた感ߒ߇ߓたޠ߽߆㧔G㧕ޔߤߥ自分のある側面についてฃけ入ࠇていく例߽見ࠇࠄた。 

 

質問Ԡ網 改めてコࠫ࡯࡜ュを作ߞてみた感想とޔここ߹ߢのࠅ߿取ߢࠅ何߆思ߞたこと߇あ߫ࠇ教え

てくߛさい。 

網 検討の結果23ޔ 枚の3ޔ࡞ࡌ࡜ の大ࠞ13ޔ࡯࡝ࠧ࠹ の小ࠞ߇࡯࡝ࠧ࠹見出さࠇた㧔࿑㧥参照㧕。 

 

 ޤ制作過程についてޣ

網 制作過程にޡޔߪ好߽ߥ߈のを⾍ߞていく制作態ᐲޟޔޢいࠇ߿ޔߑと言わࠇるとࠅ߬ߞ߿ޔ考え

るߥ߾ߓいޔ߆ߔߢ自分ߞてߥࠎߤの߇好ߞߛ߈たߞけ㧫とޠ߆㧔C㧕とޡޔ自分について考える過

程߇ޢሽ在ߔること߇語ࠄ߆ࠅ示さࠇた。 

網 ߹たޟޔ自分のイ߇ࠫ࡯ࡔ強くあߞてޟޔ似てるߛࠎけߤちߞࠂと㆑う߽のޠを自分のイࠫ࡯ࡔに

 。㧔L㧕と語る制作者߽いたޠたߞ思ޔ߇ていうのߞ࡯ߥߛࠎߥ嫌ޔ߇て⾍るのߒ

網 作品を作るにあたߞてߤのࠃうに写真をಾޔࠅ↹用⚕の਄に⾍ࠅ付けޔコࠫ࡯࡜ュを構成ߒていく

のޔ߆というޡ制作行ὑに制作者の性格߇表ࠇるޢと語る制作者߽いた。 

 

 ޤる自己理解ࠃにࠅ返ࠅ制作後の振ޣ

網 制作後の面接の中ߢ起߈た自己理解についてのࠞߢ࡯࡝ࠧ࠹ある。 

網  。たࠇࠄ得߇ࠅたという語ߒޢ再確認ޡていた一面をߒ自分について既に把握ޔߕ߹

網 ߹たޔ出来਄ߞ߇たコࠫ࡯࡜ュ作品について話ߔことにߞࠃてޡ自分の気持ち߿考えについてᢛ理ޢ

さࠇたޟޔࠅ質問߆ߞ߈߇けޔߢ色々自分の思ߞてること߇わߞ߆たߞߥて。聞ߥࠇ߆いと気ߠけߥ

いことߞてあるߞߥߛࠎて思い߹ߒたޠ㧔E㧕とޡޔ質問さࠇることߢ気߈ߠを得たޢという制作者

߽いた。 

網 その߶ޔ߆作品にߥࡉࠖ࠹ࠫࡐޟߪ面ߛけ߇出ているޠと語ޔࠅ自分自身にߥࡉࠖ࠹ࠟࡀߪ面߽あ

るޡޔࠄ߆ߛߕߪ自分ߴߔてߪ作品の中に表ࠇてߪいߥいޢということについて気ߠくこと߇あߞた。

話ߔ中ޔߢ制作中に一ᐲ考えたことを思い出ߒてޡޟޔ後付け߇ޢ多ߞ߆たޠߨߔߢと語る制作者߽

いた。 

網 ߥߓ通߇ߒ言い回߆表現とޔߪいたのߠてて気ߒ話ޟޔことについてޢいߥていࠇ߈考え߇自身ޡ



－網拘没拘網－網

いߞてことと߆。᥉段ࠄ߆考えてることߛとߒて߽ޟޔそߤߪࠇういうことޠ߆とޔ߆߷くߪ᥉段あ

 。る制作者߽いたߔて認識ߞࠃ会話にޔ㧔L㧕とޠたߞて思ߞߥいߥ考えてࠅ߹ࠎ

網 ߥޔてߞ߆とࠈ߿ࠎߛࠎてこの写真ㆬߒうߤ߆と߆たߞてこう思ߒうߤࠅくߞߓてߞ߿᥉段こうޟ

てߒ話ޔてߞߥ߿ࠎߥい大事ߏߔてߞことߔ話ޔߢいのߥࠅ߹ࠎあ߇⹣めていくこと߈を突߆とߢࠎ

て自己発見߈ߢるߞߥ߿ࠎて思い߹ߒたޠ㧔J㧕とޔ作品について話ߔこと߇自己理解につߞ߇ߥた

と語る制作者߽いた。 

 

 ޤけ߆ߞ߈自己理解のޣ

網 ߈自分について考えるޔߤߥ㧔C㧕ޠߔ߹あと思いߥたߞߥけに߆ߞ߈ߔ考え直ޔさをߒࠄ自分ޟ

ߒ話をޔてߞ⾍た。全部ߒ߹ߓて感ߞߥߛࠎ自分を知るのにいいޟޔ߿たという制作者ߞߥけに߆ߞ

ていくことޟߢ自分߇出てるߞޠߥߛࠎて思い߹ߒたޠ㧔E㧕と語ޔࠅ振ࠅ返ࠅを߽含めたコࠫ࡯࡜

ュ制作ޣ߇自己理解の߆ߞ߈けޤとߞߥた制作者߽いた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

࿑㧥㧚質問Ԡについての分類 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

制作について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

制作後の振ࠅ返ࠅにࠃる自己理解 

 

 

自己理解の߆ߞ߈け 

聞ࠇ߆ることにࠃる気ߠ

 ߈

 るᢛ理ࠃにࠅ取ࠅ߿

好߽ߥ߈のを⾍ߞていく

作る過程に自分߇表ࠇる 

話ߒて自己発見߈ߢる 

後付け߇多ߞ߆た 
自分ߴߔてߪ表

 いߥていࠇ

自己の再確認 

自分について考える߆ߞ߈け 自分を知るのに良い 

自己イ߇ࠫ࡯ࡔ強くあߞ

たことに気ߠく 

自分の矛盾に気

 いたߠ

自分について考える 
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Φ．考察 

 

網 本研究の目的ޔߪコࠫ࡯࡜ュ制作にࠃる自己理解効果についてޔコࠫ࡯࡜ュ作品を制作ߒた制作者

の語ࠅを߽とに検討ߔることߢある。࡝サ࡯チࠢエスチョンޣޔߪ制作過程において制作者ߤ߇のࠃ

うߥ自己理解体験をߒているޤ߆ということとޣޔ振ࠅ返ࠅにおいて制作者ߤ߇のࠃうߥ自己理解体

験をߒているޤ߆ということのੑ点ߢある。ੑ点の࡝サ࡯チࠢエスチョンに基ޔ߈ߠKJ 法の結果᛽

出さࠇたࠞޔࠄ߆࡯࡝ࠧ࠹制作過程における自己理解の特ᓽとޔ振ࠅ返ࠅにおける自己理解の特ᓽに

ついて考察ߔる。 

 

㧝．制作過程にߌ߅る自己理解の特ᓽ 

 

㧔㧝㧕制作過程に߅いて何߇行わࠇている߆ 

網 コࠫ࡯࡜ュ作品の制作過程における自己理解の特ᓽを考察ߔるにあたߞてޔߕ߹ޔ制作過程におい

て何߇行わࠇているの߆見ていく。 

 

Ԙ制作者ޡޔߪ自分ޢというࡑ࡯࠹をਈえࠇࠄてߕ߹ޔ思考ߔる過程を踏߻。その過程ޟޔߪ自分ߪ

と自分自身の特ᓽについてޠうࠈߛたߞߛ性格ߥࠎߤߪ自分ޟޔޠうࠈߛたߞߛ߈好߇の߽ߥࠎߤ

考えたߤޟޔࠅのࠃうにߒて自分を表ޠ߆ߔというޔ作品の構成について考えたߔࠅる過程ߢある。 

あるいޡޔߪ自分ޢというࡑ࡯࠹をਈえࠇࠄてޟޔ好߽ߥ߈のޠを⾍ߞて作品を構成ࠃߒうとߔ

る。その際ޔ好߽ߥ߈ののイ߇ࠫ࡯ࡔవにあߞてಾࠅ抜߈をតࡄߔタ࡯ンとޔಾࠅ抜߈をតߔうち

にޟ好߽ߥ߈の߇ޠ見つߞ߆て⾍ߞていくというࡄタ࡯ン߇ある。 

ԙ考えࠅ⾍ࠄ߇ߥ付けるಾࠅ抜߈をតߔ。 

Ԛಾࠅ抜߈をតߔ中ߢ制作者にとߞて気にߥるಾࠅ抜߈と出会う。 

ԛ気にߥるಾࠅ抜߈との出会いにߞࠃてޔ作品の構成߇᳿߹ߞたࠅ変更߇生ߓたߔࠅる。Ԝ構成の᳿

定と変更を繰ࠅ返ࠄ߇ߥߒ制作߇進ߢࠎいޔ߈作品߇ቢ成ߔる。 

 

以਄のࠃうߥ制作過程を経てޔコࠫ࡯࡜ュ作品߇作ࠇࠄていく。作品に表現さࠇた߽のޟޔߪ好߈

自身の性ޟޔޠ考えていること߇現在自分ޟޔޠ欲求ޟたߞといࠇ憧߿自分の見たい߽のޔޠの߽ߥ

格についてのイޟ߿ޠࠫ࡯ࡔ自身にとߞて大ߥ߈要素ޟޔޠ自身の過去ߢߤߥޠあߞた。 

 

㧔㧞㧕制作過程にߌ߅る自己理解 

網 制作過程においてޔߪಾࠅ抜߈をតߔという作業߇ሽ在ߔる。その中ޔߢಾࠅ抜߈の内容ࠄ߆気ߠ

ウࠕイ࡟ޔ方ࠅಾ߿のㆬび方߈抜ࠅಾޔある。߹た߇ることߔ自分自身について再確認ޔࠅを得た߈
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 。るߔࠅたߒ自己を再確認ࠄ߆た作業態ᐲߞの઀方とい࠻

網 ಾࠅ抜߈の内容を見てޔ何߆ࠄのイ߇ࠫ࡯ࡔ起こߞたޔࠅ過去のこと߿誰߆のことを思い出ߒたࠅ

つ߇に気߆自分についての何ޔてߒࠅたߒ思い出ࠅたߒࠫ࡯ࡔイޔてߒある。そ߇ということޔるߔ

く。たとえ߫ޔ自分の過去ߪ大ಾ߽ߥのߢあߞたޔその誰߆を思い出ߔということޔߪその人のこと

߽ߥ大ಾޟޔという行ὑの根᜚をޠߔ思い出ޟޔߪを得たの߈ߠ気ߥうࠃこの。ߤߥޔたߞߛ߈好߇

のࠄ߆ߛ思い出ߔのޠߛと解釈ߒているߢࠄ߆あると考えࠇࠄる。 

 

㧔㧟㧕߹と߼ 

網 制作過程における自己理解について߹とめるとޔ以ਅの 5 点のࠃうにߥると考えࠇࠄる。 

 

Ԙ制作者ޔߪ作品を制作ߒていく過程ߢ出会うಾࠅ抜߈の内容にߞࠃてޔ自分について把握ߒている

ことを再確認ߔる。 

ԙ制作者ޔߪಾࠅ抜߈の内容ࠄ߆自身について再確認ߔることにߞࠃてޔ何߆ࠄの欲求について気ߠ

くこと߇ある。 

Ԛ制作者ޔߪಾࠅ抜߈の内容を見てޔ過去߿何߆ࠄのイࠫ࡯ࡔを想起ߔること߇ある。 

ԛ制作者ޔߪಾࠅ抜߈の内容ࠄ߆過去߿何߆ࠄのイࠫ࡯ࡔを想起ߔることにߞࠃてޔ自身の目標߇᣿

確化ߒたޔࠅ自身にとߞて大ಾ߽ߥのに気߇ついたߔࠅる。 

Ԝ制作者ޔߪ作品を制作ߔるにあたߞてޔ制作者自身のಾࠅ抜߈のㆬび方・⾍ࠅ方・࡟イࠕウ࠻の઀

方を見てޔ自分の性格について再確認ߒたޔࠅ意外ߥ部分に気ߠいたߔࠅる。 

 

網 KJ法にߞࠃて᛽出さࠇたࠞޔࠄ߆࡯࡝ࠧ࠹コࠫ࡯࡜ュ作品の制作過程における自己理解の特ᓽޔߪ

ࠄ߆質問ԙޔߪについてޢ߈ߠ気ޡ。るࠇࠄあると考えߢのਃつޢ߈ߠ気ޡ・ޢ想起ޡ・ޢ再確認ޡ

発生ߒた大ࠞޣ・࡯࡝ࠧ࠹制作過程における想起ޡޔࠄ߆ޤ再確認ޡ߿ޢ想起ޢを経て起こると思わ

 。たいߒの関係について考察ޢ߈ߠ気ޡ・ޢ想起ޡ・ޢ再確認ޡޔてߒの一例を紹੺ࠅる。以ਅに語ࠇ

 

網 東੩ޔߢ。ߢ߈好ࠄ߆とに会える߭ߥࠎࠈいޔߤけߛࠎߥ߈好߇東੩ޔߢ。ߢ߈好߇の߻お酒飲ޟ

好ߛ߈と思ߞて⾍ߞてޔお酒好ߛ߈と思ߞて⾍ߞて߾ߓޔあ一緒にお酒飲߭߻とのこと思い出ߒたޔࠅ

ࠎߥ߈好߇とたち߭߻一緒にお酒を飲ߢ東੩ޔߤけߛ߈好ࠎࠈお酒߽߽ちޔていうことを考えるとߞ

 㧔L㧕ޠ߆とޔ࡯ߥߛ

 

網 例え߫ L さޔߪࠎಾࠅ抜߈の内容にߞࠃてޔ好߽ߥ߈のについてޡ再確認ޢをߒている。その次に

気ޡとߛのߥޠ߈好߇とたち߭߻一緒にお酒を飲ޟޔߒޢ想起ޡをޠとのこと߭߻一緒にお酒を飲ޟ

を得ている。このޢ߈ߠ L さࠎの語ߪࠅ質問ԙのと߈に出現ߒた語ߢࠅあるޟޔ߇一緒にお酒を飲߻
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߭とたち߇好ޠ࡯ߥߛࠎߥ߈というޡ気ޔߪޢ߈ߠ質問ԛࠄ߆発生ߒた小ࠞߢ࡯࡝ࠧ࠹あるޟޔ大ಾ

 。るࠇと思わ߆いߥߪߢるの߈ߢ߇あると捉えることߢޠ߈ߠのへの気߽ߥ

網 ߹たޡޔ気ޢ߈ߠを得る要因とߒてޔಾࠅ抜߈との出会い߇大ߥ߈ウࠚイ࠻を占めていると考えࠄ

るこߔޢ再確認ޡ自身についてࠄ߆た制作行ὑߞとい࠻ウࠕイ࡟・方ࠅ⾍・のㆬび方߈抜ࠅる。ಾࠇ

とߪあるޔ߇制作行ὑޡࠄ߆気ޢ߈ߠを得た例ޔߪ本研究においてޡߪ再確認߽ࠅࠃޢ少ߥい。ಾࠅ

抜߈との出会いߪ偶然の要素߇支配ߒていると߽言えるޔ߇ಾࠅ抜߈との偶然の出会い߇㊀ߞߥてޟ思

わߧ効果㧔㥲藤㧘1999㧕߇ޠ生み出さࠇること߽あࠅ得る。㥲藤㧔1999㧕߇指摘ߒているޟ思わߧ効

果ޠとߪコࠫ࡯࡜ュの表現効果のことを指ߒているのޔ߇ߛಾࠅ抜߈との出会いにߞࠃてޡ気ޢ߈ߠ

を得ること߽ޟ思わߧ効果ޠの一つとߒて数えࠇࠄるのߥߪߢい߆と考える。 

 

㧞．振ࠅ返ࠅにߌ߅る自己理解の特ᓽ 

 

㧔㧝㧕振ࠅ返ࠅに߅いて何߇行わࠇている߆ 

網 本文においてޔ半構ㅧ化面接の過程をޟ振ࠅ返ޠࠅと一言ߢ表現ߒているޔ߇そこにおいて何߇行

わࠇているのޔ߆ここߢ確認ߒてお߈たい。ޟ出来਄ߞ߇た作品について振ࠅ返るޠという作業ޔߪ

以ਅのࠃうߥ 4 つの行ὑにߞࠃて成ࠅ立ߞていると考えࠇࠄる。 

 

Ԙ筆者㧔セࡇ࡜スޔߤߥ࠻作品を一緒に眺める人㧕ࠄ߆質問さࠇる 

ԙ質問さࠇることにߞࠃて考えたࠅ思い出ߒたߔࠅる 

Ԛ質問に答える 

ԛ出来਄ߞ߇た作品その߽のを眺める 

 

網 作品について振ࠅ返るにあたߞてޔ筆者߇制作者に対ߒて質問をߔる。制作者ߪ質問に対ߔる答え

を考えたޔࠅ答えを考える中ߢ何߆を思い出ߒたߔࠅる。そこޔࠄ߆筆者に対ߒて質問の答えを返ߔ。

このޟޔ質問さࠇる⇒考えたࠅ思い出ߒたߔࠅる⇒応答ߔる⇒質問さࠇるޠといߞたࠅ߿取ࠅの繰ࠅ

返ߒにߞࠃてޔ制作者と一緒に振ࠅ返る人とのޡ会話߇ޢ成ࠅ立つ。会話߇成ࠅ立ߞている਄ޡޔߢ出

来਄ߞ߇た作品その߽のを制作者߇眺めるޢという行ὑ߇入ߞてくる。つ߹ޡޔࠅ作品を眺めࠄ߇ߥ

作品について会話をߔるޢという行ὑޟ߇作品についての振ࠅ返ߢޠࠅあると思わࠇる。߹たޡޔ出

来਄ߞ߇た作品その߽のを制作者߇眺めるޢという行ὑޔߪ質問さࠇてߋߔに行わࠇること߽あޔ߫ࠇ

考えたࠅ思い出ߒたߒࠅている最中に行わࠇること߽あޔࠅ߹たޔ質問に答えている途中に行わࠇる

こと߽あると考えࠇࠄる。 
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㧔㧞㧕振ࠅ返ࠅにߌ߅る自己理解 

網 KJ 法にߞࠃて᛽出さࠇたࠞޔࠄ߆࡯࡝ࠧ࠹制作者ߪ作品についての振ࠅ返ࠅを行う中ޡޔߢ再確

認ޡ・ޢᢛ理ޡ・ޢ気ޡ・ޢ߈ߠ自己ฃ容ޢのい߆ࠇߕを得ていると思わࠇる。 

 

Ԙޡ再確認ޢ 

網 こߪࠇ制作過程において߽出現ߒたޔ߇振ࠅ返る過程において߽ޔ以前ࠄ߆考えていたこと߿自身

の性格ޔߤߥ自分について日㗃ࠄ߆把握ߒていたことについて再確認ߔるޔということ߇ある。 

 

ԙޡᢛ理ޢ 

網 ࠃを経ることにࠅ取ࠅ߿という会話のޔ答える߇制作者ޔߒ質問߇作品について筆者ޔߪޢᢛ理ޡ

 。るࠇࠄて起こると考えߞ

 

網 言߬ߞ߿ޔ߆るというࠇࠄߖと深く考え直さߞ߽ߢうちߔ話ޔߪてߒに関ࠅ取ࠅ߿ޔていてߒ話ޟ

語化ߔるとޔ言語に表ߞߔて߽ޔう一回自分の頭ޔߢ考えて噛み⎈いてߥ߾ߓࠄ߆いとޔ言葉に߈ߢ

 㧔C㧕ޠたߒ߹ߒ߇る気ࠇくᢛ理さߏߔޔࠄ߆ߛ。߆ߔߢいߥ߾ߓいߥ

 

網 という語ࠅのࠃうにޔ作品と自分自身のこととを結びつけࠄ߇ߥ考えたことを言語化ߔることにࠃ

 。るࠇࠄと考えߛるのࠇᢛ理さ߇気持ち߿自分の考えޔてߞ

 

Ԛޡ気ޢ߈ߠ 

網 ることࠇ質問さࠄ߆筆者ޔߕ߹。るࠇࠄると考えߔሽ在߆いくつޔߪの過程ߢ߹を得るޢ߈ߠ気ޡ

にߞࠃて何߆に気ߠくこと߇ある。制作者ޔߪบ⚕に⾍ࠇࠄたಾࠅ抜ߤ߇߈のࠃうߥ理由にߞࠃてㆬ

ࠇࠄと考えߛを得るの߈ߠという過程を経て気ޔて考えるߞࠃることにࠇ߆聞ޔについて߆たのࠇ߫

る。その過程についてޔಾࠅ抜߈をㆬ択ߒた理由について突߈⹣めることޟߢこういうことߞ⾍ߢた

けޔߤࠇこういう理由߽あߞたߥࠇߒ߽߆いޠとޔ制作者自身߇ಾࠅ抜߿߈作品に対ߒて意味ߠけを

行いޔそࠇにߞࠃて気߈ߠを得ているのߛと思わࠇる。ޟ自分に近いಾࠅ抜߆ߔߢࠇߤߪ߈㧫ޠと聞

 。るࠇࠄあると考えߢけߠる意味ߔに対߈抜ࠅಾޔ߽ޤ自己との照合ޣて始߹るࠇ߆

網 作品について話ߔ中ޡߢ気ޢ߈ߠを得るࡄタ࡯ン߽ሽ在ߔる。話ߔ中ߢ自分の性格ߤߥについてޡ再

確認ޢをޔߒたとえ߫ޟ意外と元気ߥࠇߒ߽߆いޠとޔ自身の現在の状態について気߈ߠを得ること

たとߞあߢ理想߿希望ޔࠅたߞあߢく一つの側面ߥߪߢてߴߔ自分の߇た߽のࠇある。作品に表さ߇

いうことに気ߠくということ߽ޔ作品について話ߔことߢ起こると考えࠇࠄる。߹たޔ話ߒているう

ちに好ߥ߈ಾࠅ抜߇߈変化ߒていくということ߿自身の意外ߛと思う部分に対ߔる気߽߈ߠ起߈たޔ߇

こޔ߽ࠄࠇ作品について話ߔ過程ߢ作品߿ಾࠅ抜߈に対ߔるޔ制作者自ࠄの意味ߠけ߇起߈たことに
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 。るࠇࠄたと考えߓて生ߞࠃ

網 ߹たޔ制作者自身߇筆者とのࠅ߿取ࠅの઀方を振ࠅ返ޔࠅ自身の側面について気߇つくというࡄタ

くこߠの制作者自身のᰳ点に気ߢていく਄ߒをࠅ取ࠅ߿話のޔߪ得る。本研究においてࠅン߽起こ࡯

と߇あߞた。 

 

ԛ自己ฃ容 

網 ここߢ言うޡ自己ฃ容ޢとޔߪ自身の過去߿自身のある側面についてޟฃけ入ࠇࠄࠇた感ߔ߇ߓるޔޠ

作品について話ޟޔߪけ߆ߞ߈るߔ発生߇ޢ自己ฃ容ޡ。ߔを指ࠅという語ޠたい߈ていߒ大事にޟ

ޔࠅの意味について考えた߈抜ࠅてಾߞࠃることにࠇ質問さޔ߇る。制作者ࠇあると思わߢことޠߔ

話ࠄ߇ߥߒ過去について思い出ߒたߔࠅること߇ある。 

 

網 大߽ࠄ߆ࠇて。こߞߥたߞ߆ߥ߾ߓࡔ࠳ޔߤけߔߢࠎるߔ߇てた気ߞと思ߛࡔ࠳結構ᤄのことをޟ

事ߛけޔߤ੹߹ߢの自分߽大事にߒていくの߇いいߞߥて思い߹ߒたޠ㧔E㧕 

網  㧔G㧕ޠ߽߆たߒ߇ߓ認めた感ޔߤたけ߈出て߇て話ߞ߽߆いߥࠇߥ߽ߢޔたいࠅߥ強くޟ

 

網 といߞたࠃうにޔ作品に߹つわる自身のことについて話ߒていくことߢ自己ฃ容߇起こる。その要

因についてޔߪ 

網  

網  㧔J㧕ޠߔ߹ߒ߇ߓてる感ߞていࠇᵺ化さࠎߤࠎߤ߇ていることߒࡗࡕࡗࡕ߇自分ޟ

 

網 という語ࠅに象ᓽさࠇるࠃうにޔ話ߔことにߞࠃてᵺ化作用߇起߈ているߥߪߢࠄ߆い߆とផ測ߔ

る。߹たޔ赤Ⴆ㧔2005㧕߇指摘ߔるࠃうにޔコࠫ࡯࡜ュを制作ߔることその߽の߇自己ฃ容をଦߒた

可能性߽あるޔ߇本研究ߢ得ࠇࠄた語ߪࠄ߆ࠅ制作行ὑ߇自己ฃ容をଦߒたことを示唆ߔる語ߪࠅ見

当たߥࠄい。 

 

㧔㧟㧕߹と߼ 

網 振ࠅ返ࠅにおける自己理解について߹とめるとޔ以ਅの 6 点のࠃうにߥると考えࠇࠄる。 

 

Ԙ制作者ޔߪ作品についての質問をさࠇることߢ作品߿ಾࠅ抜߈に対ߒて意味ߠけを行う。 

ԙ制作者ޔߪ作品について一緒に振ࠅ返る人と話ߔことにߞࠃてޔ自分について再確認ߔること߇あ

る。 

Ԛ制作者ޔߪ作品について話ߔことにߞࠃてޔ自身の考え߿気持ちについてᢛ理߈ߢること߇ある。 

ԛ制作者ޔߪ出来਄ߞ߇た作品を眺めࠄ߇ߥ作品についての話をߔることߢ気߈ߠを得ること߇ある。 
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Ԝ制作者自߇ࠄ作品߿ಾࠅ抜߈に対ߒて意味ߠけߔることにߞࠃてޔ気߈ߠを得ること߇ある。 

ԝ制作者ߪ気߈ߠを得ることにޔࠅࠃ自身のある側面をฃ容߈ߢるࠃうにߥること߇ある。 

 

網 振ࠅ返る過程における自己理解の大ߥ߈特ᓽޔߪ作品を眺めࠄ߇ߥ作品について話ߔ中ޔߢ制作者

けを裏付けていߠ意味ޔߢる。ここࠇࠄあると考えߢことߔけをᣉߠて意味ߒに対߈抜ࠅಾ߿作品߇

ると思わࠇるౖ型的ߥ語ࠅを紹੺ߔる。 

網 後ޔくてߥ目的߽何߽考えޔߤけߔߢࠎ᳿めて作る߆目的と߆意࿑とޔてߞ߈作ると߆いつ߽何ޟ

ޠたߞ߆多߇ことߔて思い出ߞޠそういえ߫ޔあޟޔててߒ話。ߨߔߢいߥࠇߒ߽߆たߞ߆多߇けߠ

㧔F㧕 

 

網 この語ޔߪࠅ制作過程において考えていたことをޔ話をߔる中ߢ想起ߔることについての語ߢࠅあ

る。ޟޔߒ߆ߒ後ߠけߔޠるという行ὑ߽ޟޔ作ߞた後に意味ߠけることޠという意味とߒて捉える

こと߈ߢ߇るのߥߪߢい߆と思わࠇる。 

 

㧟．コࠫ࡯࡜ュ制作による自己理解効果とߪ 

 

網 ここ߹ޔߢ制作過程における自己理解の特ᓽとޔ作品について振ࠅ返る過程における自己理解の特

ᓽについて考察ߒて߈た。ここޔߢコࠫ࡯࡜ュ制作にࠃる自己理解効果とߪ何߆について߹とめてい

 。たい߈

網 制作過程においてޡߪ再確認ޡ・ޢ想起ޡ・ޢ気߇ޢ߈ߠ起߈ておޔࠅ振ࠅ返ࠅにおいてޡߪ再確

認ޡ・ޢᢛ理ޡ・ޢ気ޡ・ޢ߈ߠ自己ฃ容߇ޢ起߈ていると考えた。ޡ再確認ޢとޡ気ߪޢ߈ߠ制作

過程・振ࠅ返る過程と߽に共通ߒているޔ߇そこに⥋る過程ߪ制作過程と振ࠅ返る過程とߪߢ異ߥる。 

網 制作過程におけるޡ再確認ޔߪޢ制作者自ޔ߇ࠄ自身の作品の作ࠅ方について眺めることにߞࠃて

起こる場合とޔ制作者߇ಾࠅ抜߈の内容を眺めることにߞࠃて起こる場合と߇ある。߹たޡޔ気ޢ߈ߠ

を得るための要因とߒてޔಾࠅ抜߈との出会いにߞࠃて何߆ࠄのイࠫ࡯ࡔをޡ想起ߔޢること߇考え

いと言え߈大߇ࠈるとこࠃとの出会いに߈抜ࠅಾޔߪ制作過程における自己理解ޔࠄ߆る。以਄ࠇࠄ

るࠈߛう。 

網 振ࠅ返ࠅにおけるޡ再確認ޔߪޢ作品についての話をߔることޔߢ制作者߇自身の性格߿考えにつ

いて再確認ߔるという߽のߢある。߹たޔ振ࠅ返ࠅにおけるޡ気ޔߪޢ߈ߠ制作者߇筆者ࠄ߆質問を

ฃけたޔࠅ作品を眺めࠄ߇ߥ話をߔることޔߢ作品߿ಾࠅ抜߈に対ߒて意味ߠけをᣉߔことにߞࠃて

得ࠇࠄると考えࠇࠄる。 

網 振ࠅ返ࠅにおける自己理解の特ᓽとߒてޡ自己ฃ容ޢを挙ߍた。振ࠅ返ࠅにおける自己理解⁛特の

特ᓽとߞߥたޔ߇こߪࠇ話ߔことにߞࠃてᵺ化作用߇起߈ているߥߪߢࠄ߆い߆とផ測ߔる。߹たޔ
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ಾࠅ抜߈に対ߔる意味ߠけ߇ᣉさࠇた਄ߢ話߇展開ߒていること߽要因の一つとߒて考えࠇࠄる。 

網 以਄ޔࠄ߆コࠫ࡯࡜ュ制作にࠃる自己理解効果ޔߪಾࠅ抜߿߈出来਄ߞ߇た作品についてޔ制作者

自߇ࠄ意味ߠけを行うことにߞࠃて起こる߽のߢあると考えࠇࠄる。振ࠅ返ࠅにおけるޡ気ޢ߈ߠの

要因のみޔߕࠄߥ制作過程におけるޡ想起ޔ߽ޢ制作者ޔ߇過去に体験ߒて߈た߽の߿出会ߞた人々

を思い出さߖる߽のとߒて自ࠄ意味ߠけを行ߞた結果起こߞた体験ߢあると思わࠇる。制作者自ࠄに

・う。૒々木ࠈߛあると言えるߢޠ自己解釈ޟているߒ指摘߇૒々木・ਅ山㧔1998㧕ޔߪけߠる意味ࠃ

ਅ山㧔1998㧕ޟޔߪコࠫ࡯࡜ュ療法とޔߪ治療者とࠢ࡜イエン߇࠻面談をߒてޔその内面を理解ޔߒ

相੕の人格的交流を通ߒて࡜ࠢޔイエン߇࠻日常にᓳ帰߈ߢるࠃう援助ߔる߽のޔ߇ߛその過程ޔߢ

相ޔࠅたߒその作品を自己解釈ޔߒュ作品を制作ࠫ࡯࡜治療者߽コߪてߞࠃ場合にޔ߇࠻イエン࡜ࠢ

手に解釈ߒて߽ߞࠄたߒࠅて自己理解を深めてゆくというの߇特ᓽߢあるޠと述ߴている。つ߹ޔࠅ

作品に対ޟߒ自己解釈ޠをᣉߔことޔ߇自己理解に❬߇る行ὑߢあると言えるࠈߛう。 

 

㧠．今ᓟに向ߌて 

 

本研究ޔߪコࠫ࡯࡜ュ制作にࠃる自己理解効果というޔコࠫ࡯࡜ュ研究においてあ߹ࠅ焦点の当て

において߽自ࠄちߤޔの過程ࠅ返ࠅュの制作過程と振ࠫ࡯࡜コޔߒチ࡯ࡠࡊࠕࠄ߆い視点ߥていࠇࠄ

己理解߇起߈ていたこと߇見出さࠇた。 

߹たޔ本研究を通ߒてޔコࠫ࡯࡜ュ療法の特色を以ਅのࠃうに考える。 

 

Ԙ作品を構成ߔるのにࡔ・ࠖ࠺࡟イド㧔既製品㧕のイࠫ࡯ࡔ㧔写真߿文ሼߤߥ㧕を使用ߔる。そのた

めޔ⛗をឬくことに抵᛫のある人߽ߢ気軽߆つ手軽に作品を作ること߈ߢ߇る。߹たޔ砂箱に置い

ていく玩ౕを壊ߒߤߥߔて変形さߖることのߥ߈ߢい箱庭療法とߪ異ޔࠅߥコࠫ࡯࡜ュに使わࠇる

イߪࠫ࡯ࡔ一部をಾࠅ取ߞたޔࠅ最初に⾍ࠅ付けたイࠫ࡯ࡔの਄にさࠄに߶߆のイࠫ࡯ࡔを㊀ߨ⾍

ߪߢいのߔ߿ߒ自己ฃ容をଦ߿߈ߠ制作者の気ޔ߇቟全性ߥうࠃる。この߈ߢること߽ߔࠅたߒࠅ

 。と考える߆いߥ

 

ԙ本研究ߢ考えࠇࠄたޟ制作者にࠃる意味ߠけޠの自由ᐲの高さ߽特ᓽߢあると思わࠇる。コࠫ࡯࡜

ュの制作者㧔ࠢ࡜イエン࠻㧕自身ޟ߇ああߥࠇߒ߽߆いޟޠこうߥࠇߒ߽߆いޠとޔ作品を通ߒて

自分の内面についてあࠇこࠇと考えを巡ޔߖࠄ自分の作品について自己解釈をᣉޔߒ制作者߇気ߠ

セޔߪࠇそޔ߫ࠇ߈ߢ߇知ること߇࠻スࡇ࡜をセࠅについての語ࠇそ߿߈ߠを得ていく。得た気߈

 。と考える߆いߥߪߢのߥるのに大いに有用ߔを理解࠻イエン࡜ࠢ߇࠻スࡇ࡜

 

߈ߢ一般化߽ߒߕいため必ߥ少߇数࡞ࡊサンޔߪた自己理解効果ࠇ本研究において見出さޔߒ߆ߒ
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るとߪ限ߥࠄい。߹たޡޔ再確認ޡ߆ޢ気ޡ߆ޢ߈ߠ自己ฃ容ޔ߆ޢ制作者にߞࠃてߤの効果を得る

。いߥߪߢる߽の߈ߢという風に断言ޠる߈ߢ߇自己理解効果を得ることߕ必ޟޔࠅあߢ未知数ߪ߆

そのためޔ制作者にߞࠃてߞ߹ޔߪたく自己理解効果߇得ߥࠇࠄい可能性߽否定ߥ߈ߢߪい。セࡇ࡜

ス߇࠻制作者とߤのࠃうにࠅ߿取ࠅをޡ߫ࠇߔ気ޡ߿ޢ߈ߠ自己ฃ容߇ޢ起こるの߆について߽本研

究ߪߢ᣿߆ࠄにߞߥߪておޔߕࠄ質問㗄目߿制作者の語ࠅに対ߔる応答の઀方ޔߤߥ੹後の研究の余

地ߛ߹ߪᱷさࠇているࠃうに思う。 

߹たޔ本研究ߪ確固たる仮説に基ߠいて行ߞたわけߥߪߢくޔត索的に検討ߒた向߇߈強い。青木

㧔2000㧕߇指摘ߔるࠃうにޔコࠫ࡯࡜ュの見方に対ߔる標準化߇難ߒいとこߢࠈあޔࠅ青木㧔2000㧕

ࠄ߆ 10 年余ࠅ経ߞた現在߽その状況ߪ⛯いている。コࠫ࡯࡜ュ療法の用途を確たる߽のにޔߒ߹たޔ

コࠫ࡯࡜ュ療法ޔ߇制作ߒた人々にとߞてࠅࠃ役立つ߽のとߒていくߴくޔ੹後の研究へとつߍߥて

い߈たい。 
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